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健康成人におけるインフルエンザワクチンの免疫原性の検討
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研究要旨

保健医療経営大学の教職員並びに学生のうち同意の得られた 34 名を対象にインフルエンザワクチ

ンの免疫原性を検討する　（2017-2018シーズン、前向き study）。免疫原性はHI抗体価にて検討する。

インフルエンザワクチンは一般財団法人　化学及血清療法研究所（以下　化血研）から提供を受ける。

抗体価の測定は化血研で実施する。抗体価に影響を及ぼす因子として、年齢、基礎疾患、職業に加

えストレス指数、過去のインフルエンザワクチン接種歴を検討する。アウトカムはインフルエンザ

HI 抗体価の有意の上昇とそれに影響を与える因子である。抗体価に影響を与える因子に関する検討

は Mantel-Haenszel 法による解析を行う。現在接種後 4 週の採血が終わっており、2018 年 5 月下

旬に流行終了後の接種後 24 週の採血を予定している。

Ａ．研究目的

インフルエンザワクチンの効果については、小児、

高齢者では詳細に検討されているが小児の親の世代

である 20 －40 歳台の成人の免疫原性に関するエビ

デンスは乏しい。そこで、保健医療経営大学の教職

員（全 41 名、平均年齢　48 歳）と学生を対象にし、

4 価インフルエンザワクチン接種前後の抗体価を評

価し、健康成人でのインフルエンザワクチンの接種

歴と免疫原性、さらにはストレスとの関連を中心に

検討する。

Ｂ．研究方法

対象
2017/2018 シーズンに研究の参加に同意の得ら

れた保健医療経営大学教職員並びに学生を対象とす

る。

ワクチン接種
研究協力施設のほほえみクリニックで、ワクチン

接種を希望する教職員並びに学生に実施する。ワク

チンの提供は化血研が行う。

抗体価測定
接種前、接種後 4 週、流行終了後の合計 3 回

採血する。 赤血球凝集抑制（hemagglutination 
inhibition,HI） 抗体価を化血研で測定する。

免疫原性評価尺度
免疫原性の評価尺度として、幾何平均抗体価、平

均上昇倍数、Seroresponse proportion （HI 抗体価

が 4 倍以上上昇したものの割合） 、Seroprotection 
proportion （HI 抗体価 1:40 以上に達したものの割

合）を算出する。

ベースライン調査
年齢、性別、職業、インフルエンザワクチン接種

歴、既往歴、基礎疾患などについて予診票並びに自

記式質問票で調査する。ストレス指数は日本労働衛

生協会の質問票を用いて調査する。

副反応調査
接種後 48 時間以内の副反応について、自記式質

問票により調査する。

発病調査
流行期間中の上気道症状、発熱状況、医療機関受

診などを自記式質問票により調査する。

統計解析
ワクチン接種歴、ストレス指数と免疫原性の関連

を中心に検討する。解析は Mantel-Haenszel 法を

用いる。

（倫理面への配慮）

研究対象者の連結匿名化を行い、データーはパス

ワードを設定した久留米大学の PC に保存する。

本研究は平成 29 年 8 月の保健医療経営大学倫理

審査委員会の承認を得た（承認番号 2017-001）。
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Ｃ．研究結果

対象者として同意の得られたものは 34 名のうち

学生 8 名、教員 16 名、職員 10 名であった。年齢

は中央値が 48 歳（範囲　19-61 歳）、基礎疾患とし

ては、アレルギー性疾患（鼻炎、喘息アトピー性皮

膚炎）を 8 例、糖尿病を 4 例、悪性腫瘍の既往を

2 例、高脂血症を 2 例に認めた。ストレス指数に関

しては中等度以上のストレスを感じている対象者は

5 例であった。

インフルエンザワクチン接種歴に関しては、イン

フルインザワクチン接種を全く受けたことのない例

が 5 例みられた。

Ｄ．考察

本研究を行う保険医療経営大学では、毎年のイン

フルエンザワクチン接種は行っておらず、また対象

者の中に今まで全く接種歴のない症例が存在したた

め、接種歴が存在しなくても HI 抗体が存在するの

か検討することができる。

また、ストレス指数の高い例が 5 例あり、スト

レスとワクチンの免疫原性との関連で新しい知見が

得られる可能性がある。
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